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町民

町長議会

町民の声を聞く 町民のために働く

まちづくりの進め方などを相談する

まちづくりの進め方などを決める

選挙 選挙

　町役場では、町民の生活のために大切な仕事（町政）をしています。町政には、町民の意見
が十分反映されなければなりません。そこで、町議会は、町政の進め方を決めたり、町政が正
しく行われているかを確かめる仕事をしており、「議決機関」と言います。
　また、町長は、町議会で決まったことを実際に推進していくため、「執行機関」と言います。
　町議会と町長は互いに独立した立場から、協力し合い、町政の発展を実現するために努めて
います。

町民・議会・町長の関係

委　員　会

常任委員会

　議会に常におかれている
委員会で、それぞれの議案
を専門的、多角的に審査す
るために設置しています。
　総務建設常任委員会、文
教厚生常任委員会の２つの
委員会があります。

議会運営委員会

　議会の運営を効率よく行
うために、会議の期間や日
程、発言等の取り扱いなど
を決めます。

広報広聴委員会

　議会の審議状況や活動に
ついて、町民の皆さんに広
く知ってもらうため、設置
されている委員会です。「議
会だより」を年４回、定例
会ごとに発行しています。

議会って  どんなことをしてるの？
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　議会はいつでも開催されているわけではなく、定期ま
たは臨時に一定の期間だけ開催されます。定期的に開催
される会議を定例会、必要に応じて開催される会議を臨
時会と言います。
　篠栗町議会の定例会は条例・規則で年４回（通常３月、
６月、９月、12月）と決められています。
　議会には、「本会議」のほか「議会運営委員会」、「常任
委員会」および「特別委員会」などの会議があります。
　本会議は、全議員により構成され、議案やその他の議決を
必要とする事項について会議の最終的な意思決定をします。

　
　町議会で決まったことをもとにして、町役場では住みよいまちにするために町の仕事を進めていきます。
その費用は、町民が納めた税金や、国や福岡県からの補助金などが使われます。
　どの仕事も町民の暮らしに繋がりのあることばかりですから、こうしてほしいという要望があれば議員
を通じて町議会に意見を言うことができます。（請願）
　また、議員を通じなくても、こうしてほしいという要望があれば、直接町議会に意見を言うことができ
ます。（陳情）

議会って  どんなことをしてるの？
　町議会には、町民の代表として十分な活
動ができるように、いろいろな権限（議決
権、調査権、監査請求権など）が与えられ
ています。
　これらの権限に基づいて、主に次のよう
な仕事をしています。

● 町の決まり（条例）を決めたり、改めたりします。

● 町のお金（予算）をどのように使うかを決めます。

● �町のお金（予算）が正しく使われているか、町の仕事が正しく行わ
れているかを調べます。
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106億30　89万円

公債費
8億1100万
7.6%

教育費
9億8600万
9.3%

衛生費
13億1600万
12.4%

民生費
39億9800万
37.6%

総務費
16億4200万
15.4%

農林水産業費
1億7300万　1.6%

消防費
4億8400万
4.6%

土木費
3億2200万
3.0%

諸支出金
6億9000万
6.5%

議会費　1億　0.9%
災害復旧費ほか　2800万　0.3%

商工費
8000万　0.8%

歳  出
106億3089万円

一般会計　歳出

（百万円未満四捨五入　単位：円）

令和４年度予算 106億3089万円

町税
33億3300万
31.3%

繰入金ほか
16億8600万
15.8%

地方交付税
20億
18.8%

国・県支出金
26億5000万
25%

地方消費税交付金ほか
7億3100万
6.9%

自主財源 47.1% 依存財源 52.9% 町債　2億3100万　2.2%

一般会計　歳入 （百万円未満四捨五入　単位：円）

　３月７日から18日まで、12日間の会期で開催しました。
　総務建設・文教厚生常任委員会、予算特別委員会において、
町長提案の条例案や補正予算、令和４年度当初予算案など20
議案、また議員提出案３件、請願１件を審査し、１件につい
ては、継続審査、その他すべての議案を原案のとおり可決し
ました。
　各議案に対する賛否一覧を９ページに掲載しています。

３月定例会
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町のお金は
こう使います 106億30　89万円

令和４年度一般会計予算

前年比 ３億1893万円（3.1%）  増
※�主な増額の要因は、ふるさと寄附金に対する返礼品、同報系無線設備（トランペット放送設備）更新業務、児童
館LED化工事、障がい者福祉及び児童福祉のサービスに係る経費の増加分。

特別会計予算
会　　　計 Ｒ４年度予算 対前年度増減

国 民 健 康 保 険 27億7500万 2500万

後 期 高 齢 者 医 療 4億4800万 1500万

篠栗北地区産業団地整備事業 ※廃止 △13億6600万

水 道 事 業
収 益 的 支 出 5億5800万 1300万

資 本 的 支 出 3億9400万 7300万

公共下水道事業
収 益 的 支 出 8億4800万 △2000万

資 本 的 支 出 5億7500万 1500万

合　　　計 55億9800万

（百万円未満四捨五入　単位：円）

※篠栗北地区産業団地特別会計は令和３年度末で廃止されました。P6に関連記事があります。

篠栗町議会では、より専門的に審議を行うため、予算に関することは、議長を除く全議員で構成される予
算特別委員会で審査しています。
特別委員会は、特定の事項を審議する必要がある場合に議会の議決によって設置されます。
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就
学
児
に
係
る
均
等
割
保
険
税
を
軽
減

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
６
号
）

　
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
そ
の
他
関
係

省
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
未
就
学
児
の
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額

し
、
世
帯
の
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

そ 

の 

他

宅
地
開
発
に
よ
る
造
成
道
路
を
認
定

町
道
の
認
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
10
号
）

　
宅
地
開
発
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
道
路
を
、
新
規
路
線
と

し
て
町
道
認
定
す
る
も
の
。

　
路
線
名
　
　
尾
仲
地
区
82
号
線

　
　
　
　
　
　
延
長
１
９
９
・
70
メ
ー
ト
ル

人
　
　
事

教
育
長
に
今
長
谷
氏

篠
栗
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い

て 

（
議
案
第
２
号
）

　
今
長
谷
　
寛�

氏

　
太
郎
良
教
育
長
が
令
和
４
年
３
月
31
日
に
辞
職
さ
れ
た

た
め
、
新
た
に
教
育
長
に
任
命
。

　
任
期
　
令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
11
月
１
日

教
育
委
員
会
委
員
に
木
森
氏
を
再
任

篠
栗
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

 

（
議
案
第
３
号
）

　
教
育
委
員
木
森
信
登
氏
が
３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
再
任
さ
れ
た
。

　
任
期
　
令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日

条
　
　
例

条
例
の
廃
止

篠
栗
町
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
特

別
会
計
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て 

（
議
案
第
８
号
）

　
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
が
完
了
し
、
特
別
会

計
の
設
置
目
的
が
果
た
さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
。

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

反
対
討
論
　
　
　
　
　
　
横
山
　
和
輝�

議
員

　
本
案
は
、
篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
が
完

了
し
、
特
別
会
計
の
設
置
目
的
が
果
た
さ
れ
た
た
め

本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
整
備
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
で
「
設
置
目
的
が
果

た
さ
れ
た
た
め
」
と
の
文
言
を
容
認
す
る
こ
と
が
出

来
ず
、
こ
の
提
案
理
由
で
は
賛
成
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
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住
居
表
示
　
継
続
審
査
に

字
の
区
域
の
変
更
及
び
町
（
丁
目
）
の
区
域

の
設
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
９
号
）

　
内
容
は
、「
大
字
津
波
黒
」、「
大
字
田
中
」、「
大
字
和

田
」、「
大
字
高
田
」
の
一
部
区
域
を
廃
止
し
、
新
た
に
「
津

波
黒
一
丁
目
」
か
ら
「
津
波
黒
四
丁
目
」
ま
で

の
町
（
丁
目
）
を
設
定
す
る
も
の
。

　
当
該
議
案
に
つ
い
て
は
、
住
居
表
示
に
関
す

る
法
律
第
５
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

変
更
の
請
求
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
同
法
の
規
定
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ

め
※

公
聴
会
を
開
催
し
、
区
域
内
住
民
か
ら
意
見

を
聞
い
た
後
で
な
け
れ
ば
、
議
案
の
議
決
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
公

聴
会
を
開
催
し
再
審
査
を
実
施
す
る
た
め
、
※

継

続
審
査
と
な
る
。

【
今
後
の
予
定
】

　
公
聴
会
→
議
案
再
審
査
→
委
員
会
採
決
→
本

議
会
採
決

凡例 実施予定区域

大字界

大字和田

大字津波黒

彩り台

大字高田

大字田中

別図１

各会計補正予算（議案第12号～15号）
会計別の補正予算額は下記のとおり。� （万円未満四捨五入）

会　　　計 補　正　額 補正後予算額
一般会計 ２０７１万円 １２３億　７３１万円
国民健康保険特特別会計 ５４０８万円 ２８億６７０６万円
後期高齢者医療特別会計 △５１５万円 ４億３０５５万円
篠栗北地区産業団地整備事業特別会計 （２０００円） １３億７５３８万円

一般会計の主な補正については別表１～２のとおり。
(表の１)歳入の主なもの
地方交付税 ２億　７３２万円
国庫支出金 △１億４７１５万円
(表２)歳出の主なもの
民生費 △２億　２４８万円
衛生費 △１億１３８８万円
諸支出金 ４億１９５２万円
　一般会計の減額補正については主に事業費の確定などの執行残によるもの。
　国民健康保険・後期高齢者特別会計は、実績見込みにより予算を整理するもの。
　篠栗北地区産業団地整備事業特別会計については、篠栗北地区産業団地の土地売買契約に関する利息相当分
の負担金が１日分不足していたため補正するもの。

補
正
予
算

※公
聴
会

　
委
員
（
町
議
会
議
員
）
が
特
定
の
案
件
に
つ

い
て
、
審
査
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
専
門
家

や
住
民
の
方
な
ど
か
ら
賛
否
の
意
見
を
聞
く
制

度
。

継
続
審
査

　
会
期
中
に
議
決
に
至
ら
な
か
っ
た
議
案
を
、

会
期
不
継
続
の
原
則
に
基
づ
く
審
議
未
了
の
廃

案
と
は
せ
ず
、
閉
会
中
お
よ
び
次
の
会
期
に
審

査
を
継
続
す
る
こ
と
。
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請
　
　
願

　
本
定
例
会
で
は
１
件
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
が

あ
っ
た
。

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
実
現
し
、国

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
国
に
対
す

る
意
見
書
に
関
す
る
請
願�

（
請
願
１
号
）

　（
提
出
者
）　
　
福
岡
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
長
　
　
原
　
正
勝�

氏
　
ほ
か

　（
紹
介
議
員
）　
村
瀨
　
敬
太
郎�

議
員

　
　
　
　
　
　
　
今
長
谷
　
武
和�

議
員

　（
提
出
先
）　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
財
務
大
臣

　（
概
　
要
）

　�

　
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
提
供
体
制
を
確

保
す
る
こ
と
。
保
健
所
の
増
設
な
ど
公
衆
衛
生
行
政
の

体
制
を
拡
充
し
、
保
健
師
等
を
大
幅
に
増
員
す
る
こ
と
。

社
会
保
障
・
社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
国
庫
負
担
を
増
額

し
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
倍
化
を
中
止
す
る
な
ど

国
民
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
結
果
、
議
会
に

意
見
書
案
第
１
号
と
し
て
提
出
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
、

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
は
み※

な
し
採
択
と
し
た
。

決
　
　
議

ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
強

く
抗
議
し
、恒
久
平
和
を
求
め
る
決
議

（
発
議
第
１
号
）

　
ロ
シ
ア
軍
は
２
月
末
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
全
面
侵
攻
を

開
始
し
た
。
民
間
人
も
含
め
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
続
け

て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
世

界
の
安
全
保
障
と
国
際
秩
序
を
脅
か
す
侵
略
で
あ
り
、
断

じ
て
容
認
で
き
な
い
暴
挙
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
篠
栗
町
議
会
は
、
ロ
シ
ア
政
府
に
対
し
、
武
力

行
使
の
即
時
停
止
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
土
か
ら
直
ち
に
全
軍

を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
及
び
国
際
法
を
遵
守
し
、
平
和
的
に

対
応
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
令
和
４
年
３
月
７
日

視
　
　
察

国
道
２
０
１
号
八
木
山
バ
イ
パ
ス 

４
車
線
化
筑
穂
ト
ン
ネ
ル
工
事
見
学
会

日
　
時
　
令
和
３
年
12
月
24
日

視
察
先
　
奥
村
Ｊ
Ｖ
事
務
所

　
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
現
地

参
加
者
　
全
議
員

　
奥
村
Ｊ
Ｖ
事
務
所
に
て
、
福
岡
都
市
圏
と
筑
豊
地
域
を
結

ぶ
国
道
２
０
１
号
の
２
車
線
区
間
を
４
車
線
化
し
、
対
面
通

行
区
間
の
解
消
を
目
的
と
す
る
４
車
線
拡
幅
事
業
の
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

研
　
　
修

町
村
議
会
議
員
研
修
会

日
　
　
時
　
令
和
４
年
１
月
13
日

場
　
　
所
　
福
岡
国
際
会
議
場

講
演
演
題
　「
激
動
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
岸
田
政
権
の
行
方
」

講
　
　
師
　�

石
橋
　
文
登�

氏
（
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

千
葉
工
業
大
学
特
別
教
授
）

　
議
員
の
職
責
遂
行
に
有
効
な
情
報
収
集
・
研
鑽
の
場
と

し
て
参
加
。臨 

時 

会

　
１
月
19
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
提
案
の
予
算
案
１
件
を
審
査
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
10
万
円

令
和
３
年
度
篠
栗
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

10
号
）
に
つ
い
て�

（
議
案
第
１
号
）

　
●
補
正
額�

３
億
７
４
４
０
万
円

　
　（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
費
ほ
か
）

　
●
補
正
後
予
算
額�

１
２
２
億
８
６
６
０
万
円
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議 決 結 果 一 覧 表

議案番号 議　　　案　　　名 議決結果

１
月
　

臨
時
会

１ 令和３年度篠栗町一般会計補正予算（第10号）について 全員賛成可決

３
　
月
　
定
　
例
　
会

２ 篠栗町教育委員会教育長の任命について 全員賛成同意

３ 篠栗町教育委員会委員の任命について 全員賛成同意

４ 篠栗町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決

５ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決

６ 篠栗町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決

７
篠栗町水道事業給水条例及び篠栗町下水道条例の一部を改正する条例の
制定について

全員賛成可決

８
篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計設置条例を廃止する条例の
制定について

賛成多数可決
（反対：横山・藤木）

９ 字の区域の変更及び町（丁目）の区域の設定について 継続審査

10 町道の認定について 全員賛成可決

11 農業用施設整備工事に伴う受益者負担金の免除について 全員賛成同意

12 令和３年度篠栗町一般会計補正予算（第11号）について 全員賛成可決

13 令和３年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 全員賛成可決

14 令和３年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決

15
令和３年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計補正予算（第２
号）について

全員賛成可決

16 令和４年度篠栗町一般会計予算について 全員賛成可決

17 令和４年度篠栗町国民健康保険特別会計予算について 全員賛成可決

18 令和４年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算について 全員賛成可決

19 令和４年度篠栗町水道事業会計予算について 全員賛成可決

20 令和４年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算について 全員賛成可決

21 損害賠償の確定について 全員賛成可決

発議第１号 ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、恒久平和を求める決議 全員賛成可決

発議第２号 篠栗町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
賛成多数可決
（反対：横山）

意見書案第１号
安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民のいのちと健康を守るた
めの国に対する意見書の提出について

全員賛成可決

請願１号
安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民のいのちと健康を守るた
めの国に対する意見書の提出に関する請願

※みなし採択

阿部議長　体調不良により３月15日～18日欠席

※みなし採択
　同一会期中で当該請願と同趣旨の議案が可決している場合等に、当該請願についても採択したものとみなすこと。
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１．横山　和輝　議員………………………………………… 11

　　・�民間開発の洪水調整池等の肩代わりを町が行うとの覚書は理解

できない

　　・�３園の空調設備工事をまとめて発注しなかったのはなぜか

２．田辺　弘之　議員………………………………………… 12

　　・マイナンバーカード普及の取り組みは

３．藤木　高裕　議員………………………………………… 13

　　・大きな絵を描いての開発を

　　・教員の超過勤務の変化は

４．荒牧　泰範　議員………………………………………… 14

　　・持続可能なまちづくりを願う

５．品川　　静　議員………………………………………… 15

　　・不登校児童生徒への新たな支援の取り組みは

　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政

策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。

　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。

　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。

議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・

各公民分館および町ホームページで閲覧できます。

５
人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?
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問　
ニ
ト
リ
上
部
で
建
設
中
の
物
流
倉

庫
開
発
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
８
月

に
津
波
黒
区
の
関
係
団
体
と
町
長
と

で
覚
書
が
締
結
さ
れ
た
。

　
内
容
を
要
約
す
る
と

　
①�

極
楽
溜
池
を
１
ｍ
嵩
上
げ
し
貯

水
量
を
増
や
す
。

　
②�

開
発
地
内
の
調
整
池
を
２
ｍ
掘

り
下
げ
る
。

　
③�

す
ぐ
下
段
に
駐
車
場
を
町
で
買

上
げ
新
た
な
調
整
池
を
造
る
。

　
④�

極
楽
溜
池
の
底そ
こ
ひ樋
を
設
置
し
直

す
。

　
開
発
事
業
に
よ
り
生
じ
る
洪
水
対

策
を
町
が
肩
代
わ
り
す
る
と
し
か
読

め
な
い
。
説
明
を
求
む
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
開
発
地
内
に
調
整
池
を
設
置
し
、

雨
水
排
水
に
対
応
す
る
こ
と
で
県
の

許
可
を
取
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
周
辺
地
域
の
方
々
は
近
年

各
地
で
起
き
て
い
る
豪
雨
の
状
況
を

鑑
み
、
十
分
な
対
応
を
開
発
行
為
者

に
要
求
さ
れ
た
が
、
開
発
行
為
者
が

対
応
す
る
に
は
限
度
が
あ
り
、
豪
雨

災
害
な
ど
の
対
応
は
町
が
行
う
べ
き

と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

問　
覚
書
に
記
さ
れ
た
工
事
内
容
が
開

発
行
為
あ
り
き
の
こ
と
な
の
か
、
そ

れ
と
も
洪
水
対
策
を
広
域
的
に
行
わ

ね
ば
な
ら
な
い
と
の
方
針
に
よ
る
も

の
な
の
か
。

答
【
町
長
】

　
全
体
的
な
水
害
対
策
と
し
て
必
要

な
工
事
は
今
後
も
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

こ
こ
の
防
災
工
事
を
行
う
か
は
都
度

検
討
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

横山 和輝

問　
平
成
30
年
度
か
ら
翌
年
度
に
か
け
、

町
立
幼
稚
園
で
実
施
さ
れ
た
空
調
設

備
設
置
工
事
は
各
園
単
位
で
工
事
を

発
注
し
て
い
る
。
し
か
し
、
３
園
ま

と
め
て
発
注
す
れ
ば
諸
経
費
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
る
。
ま
た
３
工
事
全
て

を
同
じ
業
者
が
落
札
し
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
落
札
後
、
落
札
工
事
費
を

合
算
し
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
限
ら
れ
た
期
間
内
に
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
施
工
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
施
工
業
者
に
幅
広
く
受
注
機
会

を
分
配
す
る
観
点
か
ら
各
園
単
位
の

発
注
を
行
っ
た
。

　
３
園
と
も
同
じ
業
者
が
落
札
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
最
低
価
格

で
落
札
し
た
も
の
で
規
則
に
従
い
適

切
に
遂
行
し
た
。

問　
そ
の
理
由
だ
と
１
園
目
を
落
札
し

た
業
者
を
２
園
目
か
ら
は
外
さ
な
い

と
い
け
な
い
が
。

答
【
学
校
教
育
課
長
】

　
町
の
事
務
取
扱
の
規
定
に
は
な

い
。

問　
ま
と
め
て
発
注
し
た
場
合
、
試
算

し
た
ら
３
０
０
万
円
以
上
安
く
な
っ

た
が
。

答
【
町
長
】

　
今
後
、
１
件
落
札
し
た
ら
、
そ
の

業
者
を
除
外
す
る
項
目
を
つ
け
る
べ

き
か
ど
う
か
は
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

３
園
の
空
調
設
備
工
事
を
ま
と
め
て
発
注
し

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か

町
長
「�

今
後
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
」

民間開発の洪水調整池等の肩代わり
を町が行うとの覚書は理解できない
町長「�地域を広域的に見て洪水対策を謳っ

た次第である」
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問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が

開
始
さ
れ
６
年
が
た
っ
た
。

　
政
府
は
来
年
３
月
末
ま
で
に
ほ
ぼ

全
国
に
行
き
渡
る
こ
と
を
目
指
し
、

町
と
し
て
も
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
や
健
康

保
険
証
と
し
て
の
利
用
、
迅
速
な
確

定
申
告
や
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
と
利
便
性
が
浸
透
し
て
き
て
い

る
。

　
反
面
、
個
人
情
報
と
い
う
観
点
か

ら
安
全
な
の
か
と
い
う
声
も
あ
り
、

そ
の
取
得
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

も
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
次
の
質
問
を

行
う
。

①�

発
行
状
況
・
普
及
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
。

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便

性
・
安
全
性
。

③�

住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
取
得
で

の
手
数
料
を
下
げ
る
の
は
可
能

か
。

④�

今
後
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
取
得
の

サ
ポ
ー
ト
。

⑤�

確
定
申
告
の
電
子
申
告
利
用
状

況
。

⑥�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
。

答
【
住
民
課
長
】

①�

令
和
４
年
２
月
末
で
１
万
４
５
６

　�
８
人
に
交
付
。
交
付
率
は
、
46
・

19
％
。

　�

　
夜
間
窓
口
と
休
日
窓
口
を
月
１

回
、
公
民
館
や
児
童
館
、
企
業
や

病
院
・
老
人
施
設
な
ど
に
出
張
申

請
受
付
も
実
施
。

②�

各
種
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
や
確
定
申
告
に
利
用
で
き
る
。

　�

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
使
用
す
る
に

は
、
本
人
し
か
知
ら
な
い
暗
証
番

号
が
必
要
。
不
正
に
情
報
を
読
み

出
そ
う
と
す
る
と
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

が
壊
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。

　�

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情
報

は
、
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
入

ら
ず
、
税
や
年
金
な
ど
の
情
報
は

各
行
政
機
関
に
お
い
て
分
散
し
て

管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
安
全
。

③
現
在
、
窓
口
負
担
と
同
額
の
３
０

　�

０
円
だ
が
、
今
後
、
費
用
対
効
果

と
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
み
て
検

討
し
た
い
。

④�

取
得
方
法
に
つ
い
て
は
カ
ー
ド
を

交
付
す
る
際
、
個
々
に
説
明
。
健

康
保
険
証
の
利
用
な
ど
が
６
月
か

ら
拡
充
さ
れ
る
の
で
、
住
民
か
ら

の
問
合
せ
が
多
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
真
摯
に
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
。

⑤�

令
和
３
年
中
の
電
子
申
告
件
数
は

２
３
１
５
件
で
16
・
７
％
。

⑥�

電
子
証
明
書
発
行
の
日
か
ら
５
回

目
の
誕
生
日
ま
で
。
有
効
期
限
が

過
ぎ
た
場
合
、
身
分
証
明
や
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
な
ど
が
使
え
な
く
な

る
。

要
望

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
り
方
な
ど

も
含
め
、
広
報
な
ど
を
利
用
し
、
周

知
を
お
願
い
し
た
い
。

田辺 弘之

マイナンバーカード普及の取り
組みは
住民課長「�2022年度末までにすべての方

に届けたい」
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大きな絵を描いての開発を
都市整備課長
「�町の将来を見据えた熟度の高い計画が前
提である」

藤木 高裕

問　
令
和
元
年
６
月
、
議
員
に
な
っ
て

最
初
の
質
問
で
「
尾
仲
区
大
柳
地
区

に
Ｊ
Ｒ
駅
を
新
設
し
、
そ
の
北
側
の

農
地
に
誘
致
す
る
ケ
ー
ス
を
考
え

る
」
と
議
場
で
発
言
し
た
。

　
日
本
の
人
口
減
少
社
会
の
現
状
を

考
え
る
と
、
自
治
体
間
の
人
口
格
差

は
ま
す
ま
す
広
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。
関
係
人
口
と
い
う
考
え
方
も
あ

る
が
、
自
治
体
の
財
源
の
面
か
ら
考

え
る
と
、
そ
の
自
治
体
の
住
民
で
あ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

　
今
回
の
質
問
は
、
※

農
業
振
興
地
域

（
農
振
）
の
除
外
を
行
い
、
大
き
な
絵

を
描
い
て
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
町
の
考
え
を
問
う
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
農
振
除
外
に
よ
り
、
大
き
な
絵
を

描
い
て
の
開
発
に
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
が
伴
い
、
都
市
計
画
に
お
け
る

将
来
的
な
構
想
を
し
っ
か
り
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
農
業
行

政
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆

様
と
検
討
を
進
め
て
い
く
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
都
市
計
画
の
観
点
か
ら
答
え
る
。
農

振
の
除
外
に
つ
い
て
は
開
発
行
為
者
が

地
区
計
画
等
の
案
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
計
画
は
土
地
の
所
有
者
の

３
分
の
２
以
上
の
合
意
形
成
が
必
要
で

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
地
域
の
計
画
が
、

篠
栗
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

掲
げ
る
土
地
利
用
目
的
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
農
振
の
除
外
あ
り

き
で
は
な
く
、
町
の
将
来
を
見
据
え

た
、
地
域
が
望
む
熟
度
の
高
い
開
発

計
画
が
前
提
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問　
昨
年
の
議
会
で
、
私
は
教
員
の
方

の
労
働
環
境
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
後
の
労
働
時
間
、
環
境
の
変
化

を
問
う
。

答
【
教
育
長
】

　
以
前
の
定
例
会
で
昨
年
４
月
の
実

績
を
報
告
し
た
が
、
今
年
１
月
の
超

過
在
校
時
間
を
比
較
す
る
と
教
職
員

全
体
の
平
均
超
過
勤
務
は
タ
イ
ム
レ

コ
ー
ダ
ー
の
導
入
を
機
に
確
実
に
減

少
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
行
事
の
精
選
と
簡
素

化
や
部
活
動
の
外
部
指
導
者
の
登
用

な
ど
、
積
極
的
に
超
過
勤
務
時
間
の

削
減
へ
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
員
の
超
過
勤
務
の
変
化
は

教
育
長

「
確
実
に
減
少
に
向
か
っ
て
い
る
」

※
農
業
振
興
地
域

　
農
業
の
振
興
を
促
進
す
る
目
的
で
、
県
知
事
が
指
定
し
た
農
地
と
し
て
利
用

す
べ
き
地
域

教員の超過勤務の推移

教員の超過勤務 令和３年４月 令和４年１月

A小学校
教員全体の平均超過勤務 58時間 36時間

教員の中で最も長かった超過勤務 100時間 72時間

B中学校
教員全体の平均超過勤務 79時間 55時間

教員の中で最も長かった超過勤務 153時間 109時間
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問　
日
本
の
人
口
は
２
０
５
０
年

に
１
億
人
を
割
り
、
そ
の
後
、

７
０
０
０
万
人
ほ
ど
と
な
る
予
測

が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
国

内
の
状
況
は
淘
汰
さ
れ
消
滅
す
る

自
治
体
も
あ
り
、
逆
に
魅
力
あ
る

町
は
、
な
お
一
層
栄
え
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
今
か
ら
効
果
的
な
政

策
を
打
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
産
業
団
地
開
発
に
よ
る
企
業
誘

致
も
そ
の
一
つ
の
手
で
あ
る
が
、

農
業
振
興
地
域
の
枠
を
外
し
、
乱

開
発
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
都
市

計
画
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
良
好

な
住
宅
・
産
業
地
域
の
拡
充
を
図

る
こ
と
が
有
効
な
政
策
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
た
だ
人
口
を
増
や
せ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
生

産
年
齢
人
口
比
率
を
上
げ
る
必
要

も
あ
る
。

　
子
育
て
世
代
比
率
向
上
の
た
め

に
、
福
岡
市
の
よ
う
に
教
育
に
お

け
る
経
済
的
な
負
の
連
鎖
を
止
め

る
た
め
に
低
所
得
世
帯
に
は
学
習

塾
費
用
を
給
付
し
た
り
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
が
掛
け
声
で
終

わ
ら
な
い
よ
う
に
、
山
林
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
へ

の
活
用
な
ど
、
持
続
可
能
な
町
づ

く
り
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　
今
か
ら
実
効
的
な
手
を
打
つ
べ

き
だ
が
、
町
長
の
構
想
を
お
尋
ね

し
た
い
。

答
【
町
長
】

　
町
の
人
口
は
多
少
減
少
傾
向
で

横
ば
い
状
態
の
範
囲
内
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
中
、
篠
栗
北
地
区
産

業
団
地
に
進
出
す
る
企
業
の
準
備

が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
高
田
地
区
の
住
宅
開
発

や
和
田
区
下
川
原
の
区
画
整
理
事

業
で
住
宅
用
地
造
成
な
ど
の
好
材

料
で
、
あ
る
程
度
の
増
加
が
見
込

め
る
。

　
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
や
生

産
年
齢
人
口
増
加
、
子
育
て
支
援

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ

い
た
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
関
し
て
は
、
現
在
、
令
和
５

年
度
開
始
と
な
る
第
７
次
篠
栗

町
総
合
計
画
の
策
定
構
想
段
階
で

あ
る
こ
と
や
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
見
直
し
期
限
の

２
０
２
２
年
度
末
に
向
け
、
町
の

将
来
を
見
据
え
た
開
発
を
可
能
に

で
き
る
よ
う
な
見
直
し
を
前
提
に

協
議
を
始
め
て
い
る
。

　
脱
炭
素
化
は
昨
年
、
早
速
、
環

境
省
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
篠

栗
町
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

に
取
り
掛
か
り
２
０
５
０
年
の
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
。

　
本
町
に
お
け
る
適
正
な
計
画
を

踏
ま
え
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、

議
会
と
も
十
分
協
議
し
つ
つ
示
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

荒牧 泰範

持続可能なまちづくりを願う

町長「適正な計画策定を議会と協議し示す」
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小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

は
19
万
６
１
２
７
人
で
過
去
最
多
を

更
新
し
た
。

　
学
ぶ
機
会
を
失
っ
た
児
童
生
徒
に

対
し
て
、学
習
環
境
を
保
障
す
る「
教

育
機
会
確
保
法
」
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
支
援
の
基
本
的
指
針
は
、
時
代

と
と
も
に
学
校
へ
の
復
帰
か
ら
、
社

会
的
な
自
立
を
目
指
す
こ
と
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
の
検
討
会
議
の
報
告

で
は
、教
育
委
員
会
・
学
校
と
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
な
ど
の
民
間
団
体
と
の
連

携
を
よ
り
強
く
す
る
こ
と
や
、
経
済

的
な
支
援
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み

が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
※

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
や
支

援
の
取
り
組
み
を
問
う
。

問　
町
内
の
小
中
学
校
で
の
不
登
校
児

童
生
徒
の
現
状
と
傾
向
は
。

答
【
教
育
長
】

　
本
年
度
１
月
現
在
の
不
登
校
児
童

生
徒
は
、
昨
年
度
か
ら
４
割
増
の
87

名
。
コ
ロ
ナ
禍
で
心
に
不
安
定
さ
を

抱
え
、
不
登
校
に
な
る
児
童
生
徒
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。

問　
公
的
な
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民

間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
学
校
以

外
の
学
習
環
境
の
評
価
や
連
携
は
。

答
【
教
育
長
】

　
情
報
の
共
有
に
心
が
け
、
出
席
日

数
は
学
校
の
出
席
日
数
に
加
算
さ
れ

て
い
る
。

　
公
的
な
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民

間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
は
、
児

童
生
徒
の
社
会
的
自
立
や
学
校
復
帰

の
た
め
、
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

問　
費
用
面
の
援
助
は
。

品川 静

答
【
教
育
長
】

　
保
護
者
の
意
向
に
沿
い
、
給
食
費

は
食
べ
な
い
場
合
は
徴
収
せ
ず
、
そ

の
他
の
徴
収
金
も
相
談
し
て
決
め
て

い
る
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
自
宅
で
の
学

習
機
会
は
。

答
【
教
育
長
】

　
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
可

能
な
状
況
だ
が
、
双
方
向
の
や
り
取

り
は
難
し
い
部
分
が
あ
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
授
業
の
様
子
を
見
る
よ
う

な
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

問　
学
校
の
改
善
を
目
指
し
な
が
ら
、

新
た
に
民
間
と
の
連
携
や
仕
組
み
づ

く
り
で
、
多
様
な
教
育
機
会
を
確
保

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
町
長
】

　
行
政
や
学
校
が
民
間
と
積
極
的
に

連
携
し
、
相
互
に
協
力
を
補
完
す
る

こ
と
は
非
常
に
意
義
深
く
、
そ
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
、
早

速
現
場
の
声
を
聞
き
た
い
。

要
望

　
連
絡
だ
け
の
連
携
で
は
な
く
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
先
生
が
民
間
へ

学
習
の
手
助
け
に
行
く
、
逆
に
軽
ス

ポ
ー
ツ
と
体
験
学
習
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

民
間
に
頼
る
な
ど
の
連
携
で
、
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
が
広
が
る
よ
う
願

う
。

不登校児童生徒への新たな支援
の取り組みは
町長「�早速、現場の声を聞き、�

仕組みづくりを検討したい」

※
不
登
校
児
童
生
徒

　
何
ら
か
の
心
理
的
、
情
緒
的
、

身
体
的
、
あ
る
い
は
社
会
的
要
因
、

背
景
に
よ
り
、
登
校
し
な
い
、
あ

る
い
は
し
た
く
て
も
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
た
め
に
、
年
間
30
日
以

上
欠
席
し
た
者
の
う
ち
、
病
気
や

経
済
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
を
除

い
た
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
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日
本
に
珈
琲
が
伝
わ
っ
た
の
は

１
６
４
１
年
、
江
戸
初
期
の
長
崎
出

島
で
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
鎖
国
下
で

あ
っ
た
た
め
国
内
に
は
広
ま
ら
ず
、

一
般
に
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
お
よ
そ
３
０
０
年
後
の
大
正

初
期
の
頃
だ
そ
う
だ
。

　
コ
ー
ヒ
ー
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
も
少
し
は

癒
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
新
緑
を
愛
で
な
が
ら
篠
栗
の
未

来
に
思
い
を
馳
せ
る
の
も
一
興
か
。

　
焙
煎
工
場
が
や
っ
て
来
る
。

村
瀨
　
敬
太
郎

旬
し
ゅ
ん

花か

衆
し
ゅ
う

灯と

う

６
月
議
会
は

６
／
6
月 

開
会

６
／
8
水 

一
般
質
問

の
予
定
で
す

篠栗町消防団入退団式
　４月３日に篠栗町合併50周

年記念体育館で篠栗町消防団

入退団式が開催されました。

　新入団員14名を迎えた新体

制となり、これからもまちの心

強い味方として頑張っていた

だきます。

入団された 明治班　荒金 毅大さん

　当日は力強い宣誓をしていただき、大変心
強く感じました。
　これからどうぞよろしくお願いいたします。

退団された 第９分団長　藤 一博さん

　20年間にわたり、篠栗町の安心・安
全のため頑張っていただきました。
　永きにわたる活動、ご苦労さまでした。

輝く まちの宝


